
 

 

                               

 

  

                     〈薄塗りタイプ〉 

   

●用途 
 

➊排水処理施設等のコンクリート劣化部補修 

➋水路・隧道コンクリート・配水池等の劣化部補修 

➌海水浸食など塩害被災構造物の補修 

➍建築構造物の劣化部補修 

 
 

 

 

➊早強性に優れ、高い耐久性を示します。 

➋硬化物は密実で耐久性に優れます。 

➌硬化後ひび割れが発生しません。 

➍垂直面で３～10mmの塗り付けが1回のこて塗り作業で行えます。 

 

 

➊施工するコンクリート面は健全な部分まで劣化コンクリートを除去します。 

➋施工するコンクリート面にプライマーとして強化液の３倍希釈液を均一に塗布します。 

➌アタックモルタルＭUｰ 200を均一に練り混ぜ、吹き付け又はこてにより所定の厚さに仕上げます。 

※塗り重ねを行う場合には、塗り重ね面をくし目ごて等で目粗しして塗り重ねてください。                                                          

 ➍コテ仕上げ後の養生は急激な乾燥･凍結･結露が無いように適切な方法で養生を行ってください。 

 

 

➊粉体の取り扱いはセメントに準じて行ってください。 

➋破袋または開封後、放置した製品は使用しないでください。 

➌練り混ぜ水には上水道水を使用してください。 

➍製品の保管は、5℃以上35℃以下の室内としてください。 

※取り扱いに関する詳細な注意事項は、製品安全データシート(ＭＳＤＳ)をご参照ください。 

 

  

    

 

 

 

 

 
 
             

                                  

●荷姿 

●使用上の注意事項 

●使用方法 

●特長 

特殊セメント系繊維補強 
断面修復ポリマーセメントモルタル モルタルMU-200

●粉体･･･････20kg／防湿袋入り 

●強化液･････18kg 缶入り 

 



 

                                         

 

  

 

 

 

  1 袋当たりの標準練り上がり量 標準施工厚さ 1m3当たりの標準配合 

粉体(kg) 水(kg) 
強化液

(kg) 

練り上がり量

(ℓ) 

1 回当たりの施工厚さ

(mm) 

1 袋(調合物)当たり

の施工面積(m2) 
粉体(kg) 水(kg) 強化液(kg)

20 2.67 1.33 約 12.6 3 ～10 5mm 厚:約 2.6 1,600(80 袋) 214 106(5.9 缶)

 

 

 

 

  項  目 試験値 試験方法 

直後(mm) 154 
軟度変化 

軟度変化(%) 1.0 

JIS A 6916 規格値:±15% 

単位容積質量(kg/ℓ) 1.90 JIS A 1171 

材齢 1日 6.1 

材齢 7日 7.3 曲げ強さ(N/mm2) 

材齢 28 日 10.2 

JIS R 5201 

(気中養生) 

材齢 1日 26 

材齢 7日 44 圧縮強さ(N/mm2) 

材齢 28 日 53 

JIS R 5201 

(気中養生) 

材齢 7日 1.7 

材齢 14 日 1.8 乾燥面 

材齢 28 日 2.1 

JIS A 6916  

材齢 7日 1.5 

材齢 14 日 1.8 

付着強さ(N/mm2) 

湿潤面 

材齢 28 日 2.3 

JIS A 6916  

吸水量(g) 0.7 JIS A 6916  

耐久性(付着強さ(MPa)) 2.5 JIS A 6916  

耐ひび割れ性 異常なし JIS A 6916 

耐衝撃性 異常なし JIS A 6916 
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●ここに記載された事項は、標準的な試験方法に準拠した弊社の実験データに基づくものでありますが、多岐にわたる条件下での実際の現場結果を確実に保証する 

 ものではありません。●万が一、本資料に提示する以外の方法や分野で本製品をご使用いただく場合には、ご使用側にて調査検討下さいますようお願い致します。 

●標準仕様 

●アタックモルタルMU-200の物性値 

モルタルMU-200

2004.11.1 



使用材料 ：
ＴＪ
アタックモルタルＭU－２００粉体
　アタックモルタルＭU－２００強化液

 

豆板補修（コテしごきの場合）

必要工具  

③
強化液の希釈

①
突起物除去

②
水洗・清掃

④
プライマー
塗布

⑤
練り混ぜ液
の計量

⑥
練り混ぜ

⑦
しごき塗り

ＴＪ

１０L程度

水道水水道水

強
化
液

20L
ペール
缶

ア
タ
ッ
ク
モ
ル
タ
ル

Ｍ
U
－
２
０
０

20L
ペール
缶

20L
ペール缶

３
２
１

４

グラインダー
（１００V)

ワイヤーブラシ

左官刷毛

ポリバケツ 計量
カップ

ハンドミキサー

角コテ

突起物をグラインダーで除去して
下さい。

ワイヤーブラシで脆弱部を落とし
ながら水洗して下さい。

ポリバケツにアタックモルタルMU
-
200強化液を全量入れ、空になっ
た強化液容器に水道水を2杯分を
入れて軽く撹拌して下さい。

希釈された強化液（プライマー）を
左官刷毛等でムラなく塗布して下
さい。

希釈液を計量容器で４リットル計
量し、丸缶（ペール缶）に入れて
下さい。

⑤で希釈液を入れたペール缶に
、アタックモルタルMUー200の約３
分の２を入れ、ハンドミキサーで
撹拌し、全体が混ざったら残りを
投入し、全体が均一になるまで、
ハンドミキサーで撹拌して下さい。

※練りムラができないよう
にして下さい。
※封を切った材料は、湿
気の少ない場所に保管し
て下さい。（約3ヶ月保存可
能）

※
水量が少ない場合は、硬く
て塗り難くなりますので、
練り混ぜ時液量調整をし
て下さい。

④で塗ったプライマーが手に付か
ないなくなれば、⑤で練り混ぜた
アタックモルタルMUー200を、角コ
テですり込むようにしごき塗りをし
、直に②ｍｍ程度の厚さだ塗りつ
けて下さい。

※
突起物を滑らかになるよう
にして下さい。

※
脆弱層や浮石を残さない
ようにして下さい。

※
希釈倍率は必ず守って下
さい。

※
吸い込みが激しい場合
は、表面が濡れ色になる
程度まで塗って下さい。

※
薄いとドライアウト（低強
度）になることがあります。

３ ２

１

４



使用材料 ：
ＴＪ

コールドジョイント補修(しごきの場合）

必要工具  

①
突起物除去

20L
ペール
缶

４
３
２
１

グラインダー
（１００V) ポリバケツ 計量

カップ

ハンドミキサー

角コテ

突起物をグラインダーで除去して
下さい。

※
突起物を滑らかになるよ
うにして下さい。

 

 

水道ホース

②
水洗・清掃

ワイヤーブラシで脆弱部を落とし
ながら水洗して下さい。

アタックモルタルＭU－２００粉体
　アタックモルタルＭU－２００強化液
ＴＪ

※
脆弱層や浮石を残さない
ようにして下さい。

ワイヤーブラシ

③
強化液の希釈

１０L程度

水道水水道水

強
化
液

ポリバケツにアタックモルタルMU
－２００強化液を全量入れ、空に
なった強化液容器に水道水を2杯
分を入れて軽く撹拌して下さい。

※
希釈倍率は必ず守って
下さい。

④
プライマー
塗布

左官刷毛

希釈された強化液（プライマー）
を左官刷毛等でムラなく塗布し
て下さい。

※
吸い込みが激しい場合
は、表面が濡れ色になる
程度まで塗って下さい。

⑤
練り混ぜ液
の計量

20L
ペール
缶

４ ３ ２ １

希釈液を計量容器で４リットル計
量し、丸缶（ペール缶）に入れて
下さい。

※
水量が少ない場合は、硬く
て塗り難くなりますので、
練り混ぜ時液量調整をし
て下さい。

⑥
練り混ぜ

20L
ペール
缶

ア
タ
ッ
ク
モ
ル
タ
ル

Ｍ
U
－
２
０
０

⑤で希釈液を入れたペール缶に
、アタックモルタルMU－２００の約
３分の２を入れ、ハンドミキサーで
撹拌し、全体が混ざったら残りを
投入し、全体が均一になるまで、
ハンドミキサーで撹拌して下さい。

※練りムラができないよう
にして下さい。
※封を切った材料は、湿
気の少ない場所に保管し
て下さい。（約3ヶ月保存可
能）

⑦
しごき塗り

④で塗ったプライマーが手に付か
ないなくなれば、⑤で練り混ぜた
アタックモルタルMU－２００を、角
コテですり込むようにしごき塗りを
し、直に②ｍｍ程度の厚さだ塗り
つけて下さい。

※
薄いとドライアウト（低強
度）になることがあります。

 



使用材料 ：
ＴＪ
アタックモルタルＭU－２００粉体
　アタックモルタルＭU－２００強化液

 

水アバタ補修

必要工具  

②
強化液の希釈

①
水洗・清掃

③
プライマー
塗布

④
練り混ぜ液
の計量

⑤
練り混ぜ

⑥
しごき塗り

ＴＪ

１０L程度

水道水水道水

強
化
液

20L
ペール
缶

ア
タ
ッ
ク
モ
ル
タ
ル

Ｍ
U
－
２
０
０

ワイヤーブラシで脆弱部を落とし
ながら水洗して下さい。

ポリバケツにアタックモルタルMU
－２００強化液を全量入れ、空に
なった強化液容器に水道水を2杯
分を入れて軽く撹拌して下さい。

希釈された強化液を左官刷毛等
でムラなく塗布して下さい。

希釈液を計量容器で４リットル計
量し、丸缶（ペール缶）に入れて
下さい。

⑤で希釈液を入れたペール缶に
、アタックモルタルMU－２００の約
３分の２を入れ、ハンドミキサーで
撹拌し、全体が混ざったら残りを
投入し、全体が均一になるまで、
ハンドミキサーで撹拌して下さい。

※練りムラができないよう
にして下さい。
※封を切った材料は、湿
気の少ない場所に保管し
て下さい。（約3ヶ月保存可
能）

※
水量が少ない場合は、硬く
て塗り難くなりますので、
練り混ぜ時液量調整をし
て下さい。

④で塗ったプライマーが手に付か
ないなくなれば、⑤で練り混ぜた
アタックモルタルMU－２００を、角
コテですり込むようにしごき塗りを
し、直に２ｍｍ程度の厚さで塗り
つけて下さい。

※
脆弱層や浮石を残さない
ようにして下さい。

※
希釈倍率は必ず守って下
さい。

※
吸い込みが激しい場合
は、表面が濡れ色になる
程度まで塗って下さい。

※
薄いとドライアウト（低強
度）になることがあります。

20L
ペール
缶

４ ３ ２ １

20L
ペール缶

４
３
２
１

ワイヤーブラシ

左官刷毛

ポリバケツ 計量
カップ

ハンドミキサー

角コテ
水道ホース
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